
２０２２年度 広島県公立高等学校選抜Ⅱ 社会 入試模擬問題 

2 三郎さんの班では，室町時代の京都周辺の流通について調べ、次の資料Ⅰ〜Ⅲをつくりました。資料Ⅰは室町時

代の琵琶湖周辺の主な水上路，主な港，馬借の主な所在地，主な街道，その他の陸路を略地図で示したものです。

資料Ⅱは京都に運ばれた主な物資とその生産地を示した表です。資料Ⅲは馬借の主な所在地のうち，大津と坂本の

様子をまとめた文です。会話は三郎さんの班で、これらの資料について話し合ったときのものです。 

資料Ⅰ                資料Ⅱ 

 京都に運ばれた主な物資とその生産地 

米－越前（福井県）・能登（石川県） 

塩－若狭・越前（福井県） 

塩干魚－越前（福井県） 

資料Ⅲ 

○琵琶湖の水運を利用した交通が発達していた。 

○京都への大量の物資が集まる港町として賑わっ

た。 

 

会話 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 会話中の    に当てはまる内容を簡潔に書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模範解答  主に琵琶湖の水上路を利用して日本海側の地域から大津と坂本まで運ば

れた物資を，馬で京都まで輸送                

解法のカギ 

大津と坂本で活動していた馬借について答えるのですが、資料Ⅰ～Ⅲを解答に反映させる必要がありま

す。資料Ⅱからは、この時代、今の福井県や石川県などの日本海側の地域から、京都に物資が運ばれていた

ことが読み取れます。また、資料ⅠとⅢより、日本海側の地域から運ばれてきた物資の多くが、琵琶湖の水

運を利用して京都の近くの大津や坂本まで運ばれていたことも読み取れます。これらを合わせると、上記の

ような模範解答となるでしょう。情報に対する読解力、必要な情報を選ぶ判断力、選んだものをつなぎ合わ

せる思考力、採点者を納得させる表現力を必要とする問題です。 

 

三郎：この時代は、たて長の琵琶湖を利用して、物資を水上輸送していたんだね。 

美咲：米は主に日本海側の地域から、水路と陸路を使って運んでいるわね。 

佳恵：資料Ⅲの大津と坂本までは水上路で物資を運んだのはわかるけど、そこから京都までは

まだ距離があるわよ。大津と坂本は、馬借の所在地でもあったね。  

健人：京都に近い大津と坂本で活動した馬借の役割とはどのようなものだったのだろう。 

三郎：資料Ⅰ～Ⅲを合わせて考えてみると、             していたようだね。 


